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所

今
同
の
噴
火
に
よ
る
爆
一
官
、
地
震
等
に
つ

3
管
内
各
地
に
照
合
し
左
記
の
項
目
に
よ

b
調
査
せ
る
結
果
は
失
表
の
如
し
。

調
査
項
目
及
標
準

一
、
噴
火
時
刻

初
め
て
鳴
部
一
日
も
ど
聞

3
.
火
光
を
見
又
は
振
動
を
戚
じ
た
る
時
刻

一
一
、
鳴
邸
中
日
の
同
教
と
其
時
間

一
、
鳴
響
の
強
3

芦
障
子
振
動
の
程
度
、
鳴
響
の
強
誌
は
、
烈
は
戸
障
子
の
外
れ
精
子
の
破
れ
る
程
度
に
強
か

h
し

も
の
帽
強
は
熟
眠
せ
る
人
の
大
部
分
目
覚

U
る
程
度
の
も
の
、
和
強
は
熟
睡
せ
る
人
の
字
数
位
が
目
覚
む
る
程

度
、

mm
は
夫
れ
以
下
の
強
3
0

四
、
地
震
の
有
無
強
弱

五
，
降
石
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降
友

六
、
被
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以
上
の
中
噴
火
時
刻
は
同
公
口
直
々
に
し
て
主
と
し
て
各
地
の
時
計
の
誤
差
を
表
は
す
の
み
に
し
て
格
別
の
参
考
と
な
ら

一
九
七
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間
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目
遠
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〈
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設
問
に
切
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1
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暫
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「
ゴ

1
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を
間
〈
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績
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動
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障
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障
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乙
れ
に
追
分
支
所
の
翻
測
本
所
職
員
の
見
分
社
一
寸
を
加
味
し
、
烈
，

別
紙
一
音
響
停
播
区
域
国
は
以
上
の
調
査
を
基
と
し
，

強
弱
‘
無
一
品
目
の
区
域
を
分
明
な
ら
し
ひ
る
潟
に
，
三
本
の
線
を
描

3
た
b
-
乙
の
中
溺
と
無
一
音
と
の
区
域
を
分
つ
線
に
つ

い
て
は
長
野
市
内
に
於
て
も
火
光
を
見
一
音
響
を
聞
き
た
る
も
の
(
農
事
講
習
所
埴
生
数
議
)
あ
b
、
営
時
は
恰
も
深
夜
に
し

て
人
多
く
は
熟
睡
中
に
あ
b
縦
令
弱
き
一
菅
響
の
到
達
す
る
も
乙
れ
を
戚
知
せ
ゴ
b
し
も
の
多
か
る
べ

3
に
つ
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手
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a

迫
分
支
所
よ
i
y
見
た
る
九
月
十
八
日
の
浅
間
山

13亙ヲす

に
高
く
昇
騰
し
居
b
漸
次
来
方
自
に
傾

3
更
に
南
寄

一
時
十
分
に
は
其
の
端
支
所
の
庄
一
束

b
と
な
λ
ソ
、

に
迄
・
来
、
た
る
二
時
頃
に
は
噴
煙
量
殆
ん
ど
平
常
に

復
し
二
時
廿
五
分
に
は
殆
ん
ど
認
め
難

3
迄
に
ー
減

少
す
。

一
、
岩
石
噴
出
の
模
様

一
時
九
分
望
見
せ
る
時
は

山
頂
は
肢
に
熔
岩
に
て
埋
ま

h
数
同
の
噴
出
に
よ

λ

ソ
漸
次
下
方
に
援
が
る
西
方
は
剣
ケ
峯
頂
を
限
ιリ

と
せ
る
も
倫
ほ
乙
れ
を
越
え
て
迄
か
下
方
に
落
下

せ
る
大
石
三
箇
あ
b
。
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池
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ι4 
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少
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も
の
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大
噴
煙
申
時
々
小
噴
火
あ
b

其
の
都
度
鈴
岩
田
升
騰
し
火
の
柱

の
如

3
美
ー
む
口
壬
す
其
の
熔
岩
は

殆
ん
ど
束
、
方
火
口
附
廷
に
落
下

し
附
近
一
帯
は
一
面
に
紅
を
呈

《せ
b
、
小
噴
火
の
時
刻
は
一
時

十
ご
分
同
十
入
分
同
廿
?
分
同

廿
一
分
間
廿
四
・
分
等
な
一
b
l

一
、
鳴
響

地
鳴
は
な
お
」
』
む
の
k

如
く
噴
火
と
共
に
窓
気
波
動
、

ー
戸
一
障
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倒
伏
破
損
の
一
者
と
共
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間 3央
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f去とこ大青山

乏玲 lνタ芝

ム
応
下
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ニ
O
二

に
雑
一
旦
日
を
生
じ
一
種
の
物
凄
き

戚
を
口
壬
す
、
其
の
後
鳴
響
は
畿

績
し
其
の
問
「
ド
ン
」
と
一
広
ふ
一
菅

-
C
共
に
小
噴
火
を
起
す
一
時
廿

五
分
頃
に
は
鳴
響
会
く
止
な
。

一
、
被
害
追
分
地
方
に
て
は
殆

A

ど
各
戸
に
戸
障
子
の
倒
伏
挫
折

等
有

b
消
息
分
支
所
に
℃
は
・
硝
子

障
子
の
外
れ
て
破
損
せ
る
も
の

二
枚
、
板
戸
の
破
損
顛
倒
せ
る

も
の

一
枚
，
其
の
他
硝
子
の
破

砕
せ
る
も
の
数
十
枚
に
及
ぶ
。

降
石
降
友
会
く
な
か
ι
リ言。


